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一番困っている仲間 悩んでいる仲間の
要求実現に みんなが力を合わせて

（参加者の感想）個人・組合・職場も いつも学びを根底に
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２月１６日から１７日にかけて、金融労連近畿地協

の０８春闘学習会が京都市内で行われ、近畿各地から

３９人、さざなみネットから４人が参加しました。

富士野近畿地協議長の挨拶のあと、神戸女学院大学

の石川康宏教授が「０８春闘と政治・経済情勢」と題

して講演されました。

講演の概要は次のとおりです。

―世論が政治を動かす時代―

・最近の政治の大きな流れ―孤立する戦争・経済政策

・「貧困と格差」の実態と原理―政治の無策・不安

・根本的な「国の形」の変更案―福田流「新憲法草案」

・靖国派の台頭とアメリカ、そして自民党の衰退

・自民党政治を

転換する「新

しい政治」を

世論の中に

すべての労働

者の生活水準を

高めるには、労

働者・国民全体

がより賢くなる必要

があり、そのために、自己の知的成長に責任を持ち、

「草の根」からの言論の力を、と強調されました。
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いつもは講演を聞いていたら眠たくなって来

るのに、石川先生の講演はさすが話がうまい。

知らない政治の話や神戸女学院の学生のお小遣

いのこと、ＮＨＫで放送されたワーキングプア

の話、大阪府知事選のことなど分かりやすく話

していただきました。最後に言っておられた

「５冊の本を読みなさい。学生みたいに全部読

まなくてよい。必要なところだけを読んだら良

い。大人の本は辞書になる。」という言葉が印

象的でした。自分がいかに本を読んでないかを

実感した学習会でした。
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講演をする石川康宏教授
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